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体
に
必
要
な
栄
養
素
の
一
つ
に
脂
質
が
あ
る
。
巾
で

も
糾
胞
に
な
ぐ
て
は
な
ら
な
い
の
が
リ
ン
脂
質
だ
が
、

こ
の
脂
毀
に
抗
体
が
で
ｆ
ｉ
ｈ
Ｏ
Ａ
)
’
体
に
さ
老
巧
ま
な
μ
匹

常
字
翼
器
ず
。
抗
リ
ン
脂
質
抗
体
庶
侯
徘
と
呼
ば
れ

る
脚
気
だ
。
則
や
心
臓
な
ど
に
財
栓
を
作
り
、
妊
婦
は

そ
の
た
め
愚
刄
励
？
チ
こ
と
が
あ
る
。
膠
原
（
こ
う

げ
ん
）
病
愚
者
に
多
い
庄
状
だ
が
、
こ
の
病
気
と
関
係

ｙ
の
な
い
発
症
例
も
あ

｛

　

り
、
新
た
な
自
巳
免

ぺ
疫
疾
思
と
し
て
治
療

｝
法
な
ど
の
研
究
が
進

ぺ
め
ら
れ
て
い
る
．
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脂
質
は
糖
。
。
タ
ン
パ
ク
と
Ａ
＞
ｗ
3

に
三
大
栄
養
素
の
一
つ
、
。
い
ろ
い

ろ
な
槌
煩
が
あ
る
が
、
中
で
も
エ

ネ
ル
ギ
‐
源
で
。
お
な
か
な
ど
に

た
ま
Ｆ
す
ぎ
る
と
肥
満
の
原
因
に

な
る
中
性
脂
肋
は
よ
ぐ
知
ら
れ
て

い
る
。
リ
ン
脂
質
も
そ
の
仲
間
。

体
申
の
細
胞
瞑
を
作
る
大
切
な
役

心
身
に
送
ら
れ
て
い
る
。
。
。
一

　

‐
と
ご
に
ろ
が
細
胞
に
不
可
欠
な
こ

の
脂
質
に
、
原
因
は
不
明
だ
が
抗

体
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
体
が

リ
ン
脂
質
を
異
聊
ぐ
し
て
'
Ａ
＞
ｉ
>
>
Ｗ

て
ｔ
ま
夕
幻
け
だ
。
‐
そ
し
て
抗
体

陽
性
者
に
脳
血
管
の
血
栓
屁
や
ヌ

　

同
症
候
群
は
自
己
免
疫
疾
患
の

代
表
的
な
膠
原
病
の
一
つ
全
身
性

エ
リ
テ
マ
ト
Ｌ
ア
ス
（
ｓ
Ｌ
Ｅ
）

患
者
に
多
い
の
が
特
徴
。
ｓ
Ｌ
Ｅ

の
ほ
と
ん
ど
は
若
い
女
性
で
、
血

栓
症
を
伴
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。

　

同
症
侯
群
を
研
究
し
て
い
る
北

大
医
学
部
第
二
内
科
の
小
池
隆
夫

教
授
に
よ
る
と
、
習
慣
流
産
の
発

生
率
が
健
康
人
な
ら
一
割
程
度
な

が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
症

　

る
。

血
栓
症
や
習
慣
流
産
に

○
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ｌ

　

ｌ

　

ｌ

　
　
　
　
　

－
一

　

甲

　
　
　

－

　
　
　
　

―

原
因
不
明
、
若
い
女
性
に
多
い

蓉
り
抗
体
測
定
法
も
開
発
し
た
。

。
抗
体
に
よ
る
血
栓
症
は
、
動
脈

と
静
脈
の
双
方
に
聊
れ
る
こ
ぐ
ぃ
）

’
あ
る
。
場
所
も
全
身
で
動
脈
系
な

ら
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
衆
―
晨

と
し
、
静
脈
系
で
は
下
肢
な
ど
に

目
を
持
ち
。
幸
に
肝
臓
で
作
ら
れ
の
に
．
Ｓ
Ｌ
Ｅ
の
患
者
で
は
一
一
罰
’
は
抗
カ
ル
ジ
オ
‐
｛
ビ
ン
抗
体
。
’
力
い
血
栓
忿
作
る
。
心
筋
梗
塞
の
ほ
か
、

以
上
で
、
・
ぞ
の
多
く
ｐ
Λ
は
抗
体
ル
ジ
オ
ひ
ピ
ン
は
＝
N
ン
脂
質
の
】

　

臨
閉
岑
な
ど
を
合
併
す
る
腸
管
膜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』

　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　

１

が
陽
性
だ
。
Ｌ
如
し
。
最
近
は
「
Ｓ
パ
つ
で
、
。
異
常
が
起
こ
る
と
こ
れ
が

　

動
脈
血
栓
症
で
は
、
数
週
間
で
死

Ｌ
Ｅ
と
関
係
な
ぐ
突
然
、
症
状
が

　

血
液
凝
固
に
ブ
レ
ー
キ
＃
ｓ
け
る

　

ｒ
ず
器
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
Ｉ

出
た
り
、
。
若
年
性
の
血
管
障
害
を
役
目
の
タ
ン
パ
ク
質
と
結
合
す
ダ
習
甥
隠
宅
妊
娠
後
。
胎
児
と

。
起
>
Ｊ
す
こ
と
恥
あ
る
」
と
い
う
。
、
。
る
。
と
の
時
、
レ
タ
ン
パ
ク
質
が
構
母
体
を
結
ぶ
胎
盤
の
血
管
に
血
栓

小
池
教
授
は
、
足
の
静
脈
血
栓
症
造
を
変
え
る
の
で
。
＝
体
が
こ
れ
を
が
で
き
て
、
胎
児
が
発
育
不
全
を

奮
貿
公
子
小
学
生
が
、
中
学
生
ご
異
物
ｙ
ぷ
な
し
て
抗
体
が
取
昨
付

性
で
は
妊
娠
す
る
た
び
に
流
産
を
・
に
な
っ
て
脳
梗
蓼
（
こ
う
そ
ぐ
）

　

い
て
し
ま
う
。

繰
ぴ
昼
ゐ
侵
流
産
な
ど
の
症
状
を
発
症
し
た
例
を
経
験
し
て
い

　

こ
う
な
る
と
血
液
凝
固
を
正
め

る
作
用
が
働
か
な
ぐ
な
る
。
血
栓

状
含
ぞ
め
ア
抗
リ
ン
鮨
償
一
匹
一
戸
こ
贋
冴
否
抗
体
に
も
種
類
ヅ
ー
が
で
微
る
の
は
そ
の
た
め
。
小
池

症
候
群
と
呼
ん
で
い
る
。

　
　
　

。
あ
気
侭
研
究
が
進
ん
ｖ
＜
＞
る
の

　

教
授
は
こ
の
一
連
の
反
応
を
突
き

起
こ
す
の
が
原
因
と
み
ら
れ
て
い

る
。
‐
ま
た
脳
の
微
細
血
管
が
詰
ま

る
た
め
、
頭
痛
や
て
ん
か
ん
発
作

な
ど
精
神
神
経
庶
状
を
引
き
起
こ

す
こ
と
り
あ
る
と
い
う
。

　

抗
体
が
な
ぜ
で
き
＆
か
、
根
本

原
因
が
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
、

決
め
手
に
な
る
治
療
法
は
な
い
。

血
栓
症
が
ま
な
症
状
な
の
で
、
血

液
凝
固
作
用
を
抑
え
る
薬
を
服
川

し
た
り
。
外
科
手
術
を
行
う
の
が

普
通
だ
。
女
性
で
は
ス
テ
ロ
イ
ド

ホ
ル
モ
ン
で
抗
体
咳
を
下
げ
、
妊

娠
出
路
渉
司
能
に
す
る
方
決
も
試

み
ら
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
同
症
晩
群
が

注
目
さ
れ
て
か
ら
わ
ず
か
数
年

　

ぺ
’
－
ス
メ
ー
カ
ー
や

　

心
臓
病
の
質
問
ど
う
ぞ
ド

　
　
　
　
　

2
5
日
に
懇
話
会

゛
北
海
道
心
臓
喝
と
ペ
ー
ス
メ
ー

十
五
日
午
後
二
時
か
ら
．
「
か
で
る

で
、
抗
体
反
応
の
詳
し
い
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い
。

小
池
教
授
は
「
Ｓ
Ｌ
Ｅ
は
女
性
に

多
い
が
、
症
侯
群
の
能
例
は
男
性

に
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
動
脈
硬

化
の
危
険
因
子
を
持
だ
な
い
人
で

も
。
血
恰
答
鳥
ご
す
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
。
基
礎
的
な
部

分
は
も
ち
う
ん
バ
治
叙
法
に
つ
い

て
も
今
後
、
国
際
的
な
研
究
が
進

む
だ
ろ
｀
ノ
』
と
話
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

弗
―

　
　
　

ｌ

　
　
　

ｌ

場
で
直
接
申
し
込
む
。
参
加
費
は

会
員
無
料
、
」
般
三
百
円
。

　

『
医
師
か
ら
良
い
説
明

　
　
　
　
　
　
　

』
Ｉ

　
　
　
　

Ｉ

　

。
受
け
る
要
領
」
学
ぼ
う

　
　
　
　
　

2
4
日
に
「
患
者
塾
」

　

医
療
人
権
セ
ン
タ
ー
Ｃ
０
1
Ｍ
Ｌ

２
・
了
」
い
（
札
幌
市
中
央
区
北
二
札
幌
は
第
三
回
思
者
塾
を
二
十
四

西
七
）
六
階
和
室
で
「
ホ
ー
ム
ド
ク
Ｒ
午
後
六
時
か
ら
か
で
る
２
’
・
フ

タ
ー
医
療
相
談
懇
話
会
」
忿
卯
ぐ
。
－
（
札
幌
市
中
央
区
北
二
西
七
）
で

～
公
臓
病
や
ペ
ー
ス
メ
１
力
ｊ
に
開
ぐ
。
づ
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！
Ｉ
・
一
―
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四

　
　

・

関
し
て
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
疑

　

テ
ー
マ
は
「
医
師
か
ら
兪
唇
ん

間
や
不
安
な
ど
を
専
門
医
と
に
か
・
と
１
　
是
説
明
を
深
け
る
に
は
」
。
‐

に
話
し
合
っ
て
ｙ
尼
ｙ
と
い
う
そ
の
た
め
に
奮
＆
著
か
自
分
の

催
し
。
画
師
は
札
幌
厚
生
阿
院
循

　

具
合
を
伝
え
な
-
ｒ

環
器
科
の
橋
本
雅
幸
主
任
医
長
。
が
、
そ
の
要
領
な
ど
忿
話
し
合
う
。

同
＆
一
は
「
心
臓
病
や
ペ
ー
ス
メ
ー
参
加
費
五
玖
ワ
・
簡
い
合
わ
せ
は

カ
ー
１
　
１
に
不
安
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参

　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｌ
札
幌
昔
｀
Ｏ
１
１
・
８
８

加
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
５
・
2
8
5
5
へ
。

い
る
。
参
加
希
望
者
は
当
日
、
会
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